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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

21　『嶋原藩士屋敷図』（肥前島原松平文庫・昭和 10 年の写）【元治２年 (1865）】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

22　『大村・島原・平戸・五島旧城郭調帳』添付図（長崎歴史文化博物館 13-2-2）【明治８年 (1875）】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

23　『御在城割場御人数建場絵図』（本光寺常盤歴史資料館３）【延宝３年 (1675) 以降】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

24　『三ノ丸絵図』（肥前島原松平文庫 72-89）【江戸中期以降】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

25　『〔島原城内諸役配置図断簡〕』（本光寺常盤歴史資料館 1683）【宝暦 10 年 (1760)】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

26　『戌九月廿日夜嶋原城外曲輪櫓壱ヶ所焼失之図』（本光寺常盤歴史資料館 30 ①）【天和２年 (1682)】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

27　『〔済衆館配置図〕』（猛島神社（肥前島原松平文庫寄託）追 C-173-1）【文政３年 (1820) 以降】
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Ⅰ　島原城関連絵図

資
料
編

28　『島原城下図』（鉄砲町）（本光寺常盤歴史資料館 798( 右 )）【元禄 11 年 (1698) ～享保 20 年 (1735)】
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資
料
編
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

５　島原城跡全景（個人蔵）【昭和初期】

２　南高来郡役場・東堀端（島原市所蔵）【大正末期】

１　島原高等小学校・二ノ丸

（『島原の今と昔 1990　島原市制施行 50 周年』）

【明治 44 年 (1911) 頃】

６　「完成直後の新しい本館」三ノ丸東側石垣

（『100 年のあゆみ』）【昭和６年 (1931) 頃】

７　「園芸実習（35 回生アルバム）」三ノ丸東側石垣

（『100 年のあゆみ』）【昭和 14 年 (1939)】

３　昭和初期の時鐘楼

（『島原の今と昔 1990　島原市制施行 50 周年』）

【昭和初期】
４　二ノ丸東側（第一小学校所蔵）

【昭和８年 (1933) 頃】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

８　米軍航空写真　島原城跡部分（国土地理院 UR154）【昭和 22 年 (1947)11 月１日】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

９　米軍航空写真　本丸・二ノ丸部分を拡大（国土地理院 UR154）【昭和 22 年 (1947)11 月１日】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

10　「島原城趾」（『島原半嶋史』上巻）【昭和 29 年 (1954) 頃】

11　「森岳城址」（『島原半嶋史』上巻）【昭和 29 年 (1954) 頃】

12　島原城本丸南東（肥前島原松平文庫所蔵）【撮影年不明】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編 14　本丸・二ノ丸航空写真（肥前島原松平文庫所蔵）　【昭和 37 年頃】

13　航空写真　部分　（『島原の今と昔 1990　島原市制施行５０周年』）【昭和 28 年 (1958)】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

15　二ノ丸北東

（昭和 32 年水害時・島原図書館所蔵）

【昭和 32 年（1957）】

17　「城跡の堀（裏書）」堀南東

（昭和 32 年水害時・肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 32 年（1957）】

16　「森岳城の堀（裏書）」堀北西か

（昭和 32 年水害時・肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 32 年（1957）】

18　「堀の排水溝陥没（裏書）」堀南東

（昭和 32 年水害時・肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 32 年（1957）】

19　南堀端道路法務局前

（昭和 32 年水害時・島原市所蔵）

【昭和 32 年（1957）】

20　南堀端道路法務局前（肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 32 年（1957）】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

21　堀の家　本丸と二ノ丸の間

（肥前島原松平文庫所蔵）【撮影年不明】

23　本丸より市役所方向（『市勢要覧』昭和 32 年）

【昭和 32 年 (1957) 頃】

22　堀の家　本丸と二ノ丸の間
（昭和 32 年水害時・肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 32 年 (1957)】

24　島原城跡全景（『市勢要覧』昭和 36 年）

【昭和 36 年 (1961) 頃】

25　「天守閣あと」

(島原観光協会『史跡巡り』昭和 33 年 )

【昭和 33 年 (1958) 頃】

26　模擬天守建設の起工式 (島原市所蔵 )

【昭和 38 年 (1963) ３月】

27　模擬天守建設

（肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 39 年 (1963) 頃】

28　二ノ丸から本丸方向（『市勢要覧』昭和 40 年）

【昭和 40 年 (1964) 頃】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

29　島原城 001「復元された島原城の西の櫓＝ 1960 年４月１日」

（西日本新聞社提供）【昭和 35 年 (1960) ４月 1日】

30　島原城 002　「復元された島原城の西の櫓＝ 1960 年４月１日」

（西日本新聞社提供）【昭和 35 年 (1960) ４月 1日】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

31　島原城 003「復元された島原城の西の櫓＝ 1960 年４月１日」

（西日本新聞社提供）【昭和 35 年 (1960) ４月 1日】

32　島原城 005「復元された島原城の西の櫓＝ 1960 年４月１日」

（西日本新聞社提供）【昭和 35 年 (1960) ４月 1日】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

33　島原城 004「復元された島原城の西の櫓＝ 1960 年４月１日」

（西日本新聞社提供）【昭和 35 年 (1960) ４月 1日】

34　島原城・東京五輪聖火リレー「島原城内の点火台に着いた東京五輪の聖火＝ 1964 年９月 13 日」

（西日本新聞社提供）【昭和 39 年 (1964) ４月 1日】
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Ⅱ　島原城跡関連写真

資
料
編

35　模擬塀建設（肥前島原松平文庫所蔵）

【昭和 40 年 (1965) 頃】

37　三ノ丸南側石垣（現：第一小学校グラウンド）

（第一小学校所蔵）【撮影年不明】

36　社会福祉従事者研修所（現：森岳公民館）

建設予定地（『広報しまばら』昭和 44 年）

【昭和 44 年 (1969) 頃】

38　三ノ丸南側石垣（現：第一小学校グラウンド）

（第一小学校所蔵）【撮影年不明】

39　二ノ丸・三ノ丸（島原市所蔵）

【昭和 47 年 (1972) 頃】

40　二ノ丸・三ノ丸（島原市所蔵）

【昭和 47 年 (1972) 頃】

41　外塁線東側櫓台跡（島原市所蔵）

【昭和 55 年 (1980) 頃】

42　三ノ丸（第一小学校所蔵）

【昭和 56 年 (1981) 頃】
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Ⅲ　参考資料

資
料
編
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Ⅲ　参考資料

１　島原城内環境整備診断基本計画書

資
料
編
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Ⅲ　参考資料

資
料
編



174

Ⅲ　参考資料

資
料
編
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Ⅲ　参考資料

資
料
編
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Ⅲ　参考資料

資
料
編
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Ⅲ　参考資料

資
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編



178

Ⅲ　参考資料

２　樹木調査表（※番号は33ページ第2-3-5図に対応）

県史跡指定範囲に植栽されている樹木について、石垣への影響を下記のように分類した。

■緊急度Aを表す･･･すぐにでも伐採したほうがよいと判断される樹木。

■緊急度Bを表す･･･緊急度Aほどではないが、伐採したほうがよいと判断される樹木。

■緊急度Cを表す･･･緊急度Bの下のランク

■緊急度Dを表す･･･石垣には直接関係なし

本丸の樹木調査	 平成27年（2015）２月13、17、18日調査

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

1 D 松 55 8 6 2.0
島原城から
伐採の意向
あり

2 - 松 50 10 - 0.7

3 - 松 47 10 - 1.0

4 - 松 63 10 - 1.0

5 A 松 55 10 6 0.9
石垣の高さ　
約 15m

6 A 松 43 8 5 0.8
石垣の高さ　
約 15m

7 A 松 63 12 7 0.3
石垣の高さ　
約 15m

8 A 松 63 10 5 0.3
石垣の高さ　
約 15m

9 - 松 31 7 - 2.2

10 - 松 42 10 - 2.7

11 - 松 65 12 - 2.3

12 - 松 52 10 - 1.7

13 - 松 42 8 - 2.7

14 - 松 43 10 - 2.4

15 - 松 42 10 - 3.0

16 - 松 40 10 - 1.3

17 B 松 37 10 5 0.5

18 B 松 42 10 6 1.0

19 B 松 40 10 6 0.9

20 B 松 56 10 7 0.6

21 D 松 41 10 5 3.5

観光復興記
念館の屋根
に近接して
いる

22 - 松 45 10 - 3.4

23 - 松 30 8 - 2.8

24 - なし - - - - 伐採済

25 - なし - - - - 伐採済

26 - なし - - - - 伐採済

27 - なし - - - - 伐採済

28 - なし - - - - 伐採済

29-1 - 松 42 10 - -

29-2 - 松 33 10 - -

30-1 - なし - - - - 伐採済

30-2 - なし - - - - 伐採済

31 - なし - - - - 伐採済

32 - なし - - - - 伐採済

33 - なし - - - - 伐採済

34 - なし - - - - 伐採済

35 - 松 67 12 - 2.6

36 - 松 37 10 - 2.8

37 - 松 68 12 - 2.5

38 - 松 62 10 - 2.3

39 B 松 55 10 - 2.6

40 - 松 51 7 - 2.6

41 B 松 56 10 - 2.0

42 B 松 51 10 - 1.6

43 - 松 56 10 - 1.2

44 B 松 56 10 - 2.3

45 B 松 65 12 - 2.7

46 - 松 57 12 - -

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

47 - なし - - - - 伐採済

48 - うめ - - - -

49 C 松 66 10 8 1.6

50 - うめ - - - -

51 - 松 50 12 - 3.3

52 - 松 60 12 - 3.5

53 - 松 47 12 - 3.2

54 - 松 40 12 - 3.2

55 - 松 35 12 - 1.8

56 - 松 20 6 - 1.7

57 - 松 55 12 - 1.7

58 - 松 46 12 - 1.2

59 - 松 40 12 - 1.5

60 - 松 57 12 - 1.5

61 - 松 43 10 - 1.1

62 C 松 62 7 6 1.0

63 - 松 55 10 - 3.1

64 - 松 45 10 - 1.7

65 - 松 15 5 - -

66 - 松 20 4 - -

67 - 松 14 3 - -

68 - 松 10 3 - -

69 - なし - - - - 伐採済

70 - 松 17 4 - -

71 - 松 65 12 - -

72 - 松 10 3 - -

73 - 松 17 4 - -

74 - 松 20 4 - -

75 - 松 20 5 - -

76 - 松 47 12 - -

77 - 松 55 12 - -

78 - 松 58 10 - -

79 - 松 49 10 - -

80 - 松 60 10 - -

81 - 松 36 10 - -

82 - 松 45 12 - -

83 - 松 50 12 - -

84 - 松 48 12 - 1.4

85 - 松 30 10 - 0.9

86 A 松 62 12 7 0.7
松の根が見
えている

87 - なし - - - - 伐採済

88 - 松 33 10 - 1.5

89 - 松 39 10 - 1.5

90 - 松 11 3 - -

91 - 松 11 3 - -

92 - 松 14 3 - 2.5

93 B 松 56 10 5 0.1
塀に近接。石
垣にはらみ

94 B 松 50 8 4 0.7

95 - 松 30 8 - 2.5

96 - 松 40 10 - 4.4

97 - 松 50 12 - 3.7

98 - 松 50 12 - 3.9

99 - 松 55 12 - 2.6

100 - 松 50 12 - 2.1

資
料
編
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番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

101 - 松 49 12 - 2.6

102 - 松 35 10 - 2.9

103 - 松 50 12 - -

104 - 松 54 10 4 2.7

105 - 松 43 12 - -

106 - 松 56 12 - 1.5

107 - 松 46 13 - 1.2

108 - 松 55 15 - 4.8

109 - 松 70 15 - 3.3

110 - 松 65 12 7 4.7

111 - 松 50 15 1.8

112 - なし - - - - 伐採済

113 - なし - - - - 伐採済

114 - 松 54 12 - 1.2

115 - 松 47 12 - 1.3

116 - 松 32 7 - -

117 - 松 38 10 - -

118 - 松 70 12 - -

119 - 松 60 8 - 1.2

120 - なし - - - -

121 - なし - - - -

122 - なし - - - -

123 - 松 32 8 - 3.4

124 - 松 40 7 - 3.0

125 - 松 60 10 - 3.0

126 - 松 65 10 - 3.0

127 - 松 52 10 - -

128 B 松 47 8 5 0.4
塀に近接。傾
いている

129 - 松 40 10 - 1.5

130 - 松 40 10 - 1.2

131 - 松 60 12 5 1.7

132 - 松 68 12 - 1.5

133 - 松 60 10 - 1.8

134 - 松 66 12 - 2.5

135 - 松 36 10 - 2.3

136 - 松 36 10 - 2.1

137 - 松 40 10 - 2.1

138 - 松 50 12 - 2.1

139 - 松 90 12 - 1.6

140 - 松 50 8 - 1.8

141 - 松 76 10 - 2.0

142 C 松 30 10 - 0.6 石垣下

143 C 松 37 10 - 1.9 石垣下

144 - 松 57 10 - 2.4

145 - 松 58 10 - 2.4

146 - 松 40 8 - 2.5

147 - 松 30 8 - 3.0

148 C 松 91 12 8 1.9

149 - 松 65 10 - 2.5

150 - 松 33 7 - 2.1

151 - 松 35 7 - 2.0

152 B 松 66 10 8 1.6
塀にクラッ
ク

153 - 松 47 12 - 1.2

154 - 松 68 10 - 1.6

155 B 松 60 12 5 0.9 ／ 1.4

156 B 松 65 12 6 1.6
石垣にはら
み

157 B 松 90 10 10 1.0
石垣にはら
み

158 B 松 81 10 12 1.4
塀にクラッ
ク

159 - 松 41 8 - 2.7

160 - なし - - - - 伐採済

161 - 松 23 2 - 0.5
横方向に 15m
伸びている

162 - 松 27 3 - 1.6

163 - 松 20 3 - - 土羽

164 - 松 56 8 - 0.8

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

165 - 松 10 3 - 2.4

166 - 松 10 2 - - 土羽

167 - 松 7 2 - - 土羽

168 - 松 12 4 - - 土羽

169 - 松 15 3 - - 土羽

170 - 松 20 3 - 0.5 土羽

171 - 松 13 2 - - 土羽

172 - なし - - - - 伐採済

173 - なし - - - - 伐採済

174 - 松 10 2 - 0.6

175 - 松 13 2 - 1.2

176 - 松 11 2 - 0.6

あ - いちょう 40 12 - 1.6

い - いちょう 46 12 - 0.8

う - いちょう 60 10 - -

え - まき 26 4 - 2.5

お - まき 44 8 - 2.8

か - まき 25 3 - 2.7

き - まき 20 3 - 2.6

く - まき 28 7 - 4.0

け - くす 55 10 - 3.3

こ - くす 70 12 - 3.8

さ - もち 27 8 - 1.5

し - つばき 22 7 - 1.8 7 本

す - もち 15 6 - 1.9 4 本

せ - くす 43 10 - 3.6

そ - くす 45 10 - 3.4

た - 不明 40 5 - 2.0 6 本

ち - さくら 20 5 - 2.5 14 本

つ - 不明 45 8 - 2.1

て B 不明 45 6 - 1.3

と B センダン 66 8 10 1.2

な - くす 54 10 - 3.4

に - 不明 40 6 - 1.5

ぬ - あんず 22 6 - 1.4

ね - さくら 12 4 - 1.8

の - まき 55 7 - -

は - うめ 23 4 - 2.3

ひ - うめ 25 3 - 1.8 3 本

ふ - 不明 50 10 - 2.5

へ - くす 50 6 - 2.8

ほ - くす 35 6 - 2.7

ま - くす 40 6 - 3.6

み - くす 53 8 - 2.0

む - 松 10 3 - 2.4

め - 松 10 3 - 2.6

も - くす 47 7 - -

A - うめ 30 5 - - 7 本

A - ワシントンヤシ 30 7 - - 1 本

B - うめ 25 5 - - 51 本

B - 桜 30 7 - 3.2 12 本

C - うめ 20 4 - - 17 本

D - うめ 20 4 - 1.1 16 本

D-1 C うめ 31 4 5 0.7 民有地

D-2 C うめ 19 4 4 0.6 民有地

E - うめ 15 30 - - 12 本

F - うめ 18 3 - - 14 本

F-1 C うめ 20 3 4 0.4

G - うめ 16 3 - - 13 本

G - くす 160 10 - - 1 本

H - うめ 41 3 - 2.0 49 本

I - うめ 25 3 - 2.9 37 本

資
料
編
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二ノ丸の樹木調査	 平成27年（2015）２月13、17、18日調査

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

a - 不明 48 6 - 1.50

b - ヒマラヤスギ 25 6 - 1.80

c - ヒマラヤスギ 25 6 - 1.80

d A ワシントンヤシ 17 5 2 0.00

e - さくら 40 6 - 0.30 17本

e - くす 40 12 - 1.20 5本

e-1 B さくら 21 2.5 4 1.10

e-2 B くす 70 10 8 0.90

e-3 B さくら
37
13
15

5 7 0.20

e-4 B さくら 28 7 5 0.30

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

e-5 B さくら 29 5 5 0.75

f - 松 30 5 - 0.50 2本

f-1 A 松 29 5 6 0.65
石垣の高さ　
約12m

f-2 A 松 40 6 6 0.75
石垣の高さ　
約12m

g - まき 20 4 - -

h - ヒマラヤスギ 25 7 - 1.50

堀周辺の樹木調査	 平成26年（2014）5月21日調査

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

201 - さくら 104 3.5 ～ 4.5

202 - さくら 57 3.5 ～ 4.5

203 - さくら 50 3.5 ～ 4.5

204 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

205 - さくら 78 3.5 ～ 4.5

206 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

207 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

208 - さくら 32 3.5 ～ 4.5

209 - さくら 75 3.5 ～ 4.5

210 - さくら 85 3.5 ～ 4.5

211 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

212 - さくら 53 3.5 ～ 4.5

213 - さくら 79 3.5 ～ 4.5

214 - さくら 47 3.5 ～ 4.5

215 - さくら 100 3.5 ～ 4.5

216 - さくら 37 3.5 ～ 4.5

217 - さくら 61 3.5 ～ 4.5

218 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

219 - さくら 30 3.5 ～ 4.5

220 - さくら 35 3.5 ～ 4.5

221 - さくら 80 3.5 ～ 4.5

222 - さくら 125 3.5 ～ 4.5

223 - さくら 25 3.5 ～ 4.5

224 - さくら 170 3.5 ～ 4.5

225 - さくら 40 3.5 ～ 4.5

226 - さくら 82 3.5 ～ 4.5

227 - さくら 55 3.5 ～ 4.5

228 - さくら 89 3.5 ～ 4.5

229 - さくら 114 3.5 ～ 4.5

230 - さくら 120 3.5 ～ 4.5

231 - さくら 30 3.5 ～ 4.5

232 - さくら 69 3.5 ～ 4.5

233 - さくら 120 3.5 ～ 4.5

234 - さくら 130 3.5 ～ 4.5

235 - さくら 36 3.5 ～ 4.5

236 - さくら 47 3.5 ～ 4.5

237 - さくら 29 3.5 ～ 4.5

238 - さくら 110 3.5 ～ 4.5

239 - さくら 32 0.3 ～ 0.9

240 - さくら 70 0.3 ～ 0.9

241 - さくら 76 0.3 ～ 0.9

242 - さくら 104.3 0.3 ～ 0.9

243 - さくら 158 0.3 ～ 0.9

244 - さくら 130 0.3 ～ 0.9

245 - さくら 123 0.3 ～ 0.9

246 - さくら 127 0.3 ～ 0.9

247 - さくら 142 0.3 ～ 0.9

248 - さくら 110 0.3 ～ 0.9

249 - さくら 150 0.3 ～ 0.9

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

250 - さくら 160 0.3 ～ 0.9

251 - さくら 92 0.3 ～ 0.9

252 - さくら 77 0.3 ～ 0.9

253 - さくら 122 0.3 ～ 0.9

254 - さくら 90 0.3 ～ 0.9

255 - さくら 118 0.3 ～ 0.9

256 - さくら 45 0.3 ～ 0.9

257 - さくら 140 0.3 ～ 0.9

258 - さくら 205.1 0.3 ～ 0.9

259 - さくら 122 0.3 ～ 0.9

260 - さくら 140 0.3 ～ 0.9

261 - さくら 150 0.3 ～ 0.9

262 - さくら 87 0.3 ～ 0.9

263 - さくら 142 0.3 ～ 0.9

264 - さくら 130 0.3 ～ 0.9

265 - さくら 61 0.3 ～ 0.9

266 - さくら 70 0.3 ～ 0.9

267 - さくら 85 0.3 ～ 0.9

268 - さくら 145 0.3 ～ 0.9

269 - さくら 55 0.3 ～ 0.9

270 - さくら 93 0.3 ～ 0.9

271 - さくら 80 0.3 ～ 0.9

272 - さくら 20 0.3 ～ 0.9

273 - さくら 65 0.3 ～ 0.9

274 - さくら 136 0.3 ～ 0.9

275 - さくら 103 0.3 ～ 0.9

276 - さくら 261 0.3 ～ 0.9

277 - さくら 110 0.3 ～ 0.9

278 - さくら 235 0.3 ～ 0.9

279 - さくら 153 0.3 ～ 0.9

280 - さくら 65 0.3 ～ 0.9

281 - さくら 102 0.3 ～ 0.9

282 - さくら 220 0.3 ～ 0.9

283 - さくら 33 0.3 ～ 0.9

284 - さくら 20 0.3 ～ 0.9

285 - さくら 101 0.7 ～ 1.0

286 - さくら 26 0.7 ～ 1.0

287 - くす 120 0.7 ～ 1.0

288 - さくら 87 0.4 伐採済

289 - さくら 29 0.4

290 - さくら 30 0.4

291 - さくら 95.2 0.4 伐採済

292 - さくら 105 0.4 伐採済

293 - さくら 110 0.4 伐採済

294 - さくら 114 0.4 伐採済

295 - さくら 88 0.4

296 - さくら 110 0.4 折れ

297 - さくら 60 0.45 ～ 0.75

298 - さくら 77 0.45 ～ 0.75

資
料
編



181

Ⅲ　参考資料

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

299 - さくら 94 0.45 ～ 0.75

300 - さくら 80 0.45 ～ 0.75

301 - さくら 94 0.45 ～ 0.75

302 - さくら 132 0.45 ～ 0.75

303 - さくら 137 0.45 ～ 0.75 伐採済

304 - さくら 134 0.4 ～ 0.8

305 - さくら 107 0.4 ～ 0.8

306 - さくら 96 0.4 ～ 0.8

307 - さくら 128 0.4 ～ 0.8

308 - さくら 94 0.4 ～ 0.8

309 - さくら - 0.4 ～ 0.8 伐採済

310 - さくら 140 0.4 ～ 0.8

311 - さくら 75 0.4 ～ 0.8

312 - さくら 150 0.4 ～ 0.8

313 - さくら 110 0.4 ～ 0.8 伐採済

314 - さくら 75 0.4 ～ 0.8

315 - さくら 122 0.4 ～ 0.8

316 - さくら 123 0.4 ～ 0.8 伐採済

317 - さくら 75 0.4 ～ 0.8

318 - さくら 115 0.4 ～ 0.8

319 - さくら 100 0.4 ～ 0.8

320 - さくら - 0.4 ～ 0.8

321 - さくら - 0.4 ～ 0.8

322 - さくら 116 0.4 ～ 0.8

323 - さくら - 0.4 ～ 0.8

324 - さくら - 0.4 ～ 0.8

325 - さくら - 0.4 ～ 0.8 添木あり

326 - さくら 110 0.4 ～ 0.8

327 - さくら - 0.4 ～ 0.8

328 - さくら 86 0.4 ～ 0.8

329 - さくら - 0.4 ～ 0.8

330 - さくら - 0.4 ～ 0.8

331 - さくら - 0.4 ～ 0.8

332 - さくら - 0.4 ～ 0.8

333 - さくら 90 0.4 ～ 0.8

334 - さくら - 0.4 ～ 0.8

335 - さくら - 0.4 ～ 0.8

336 - さくら 95 0.4 ～ 0.8

337 - さくら - 0.4 ～ 0.8

338 - さくら - 0.4 ～ 0.8 折れ

339 - さくら - 0.4 ～ 0.8 伐採済

340 - さくら 55 0.4 ～ 0.8

341 - さくら - 0.4 ～ 0.8

342 - さくら - 0.4 ～ 0.8 伐採済

343 - さくら 160 0.3 ～ 0.9

344 - さくら 120 0.3 ～ 0.9

345 - さくら 126 0.3 ～ 0.9

346 - さくら 112 0.3 ～ 0.9

347 - さくら 209 0.3 ～ 0.9

348 - さくら 112 0.3 ～ 0.9

349 - さくら 115 0.3 ～ 0.9

350 - さくら 145 0.3 ～ 0.9

351 - さくら 100 0.3 ～ 0.9

352 - さくら 112 0.3 ～ 0.9

353 - さくら 135 0.3 ～ 0.9

354 - さくら 125 0.3 ～ 0.9

355 - さくら 128.8 0.3 ～ 0.9

356 - さくら 130 0.3 ～ 0.9

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

357 - さくら 97 0.3 ～ 0.9

358 - さくら 104 0.3 ～ 0.9

359 - さくら 128 0.3 ～ 0.9

360 - さくら 125 0.3 ～ 0.9

361 - さくら 30 0.3 ～ 0.9

362 - さくら 24 0.3 ～ 0.9

363 - さくら 30 0.3 ～ 0.9

364 - さくら 123 0.3 ～ 0.9

365 - さくら 130 0.3 ～ 0.9

366 - さくら 45 0.3 ～ 0.9

367 - さくら 83 0.3 ～ 0.9

368 - さくら 33 0.3 ～ 0.9

369 - さくら 176 0.3 ～ 0.9

370 - さくら 150 0.3 ～ 0.9

371 - さくら 94 0.3 ～ 0.9

372 - さくら 115 0.3 ～ 0.9

373 - さくら 145 0.3 ～ 0.9

374 - さくら 126 0.3 ～ 0.9

375 - さくら 90 0.3 ～ 0.9

376 - さくら 40 0.3 ～ 0.9

377 - さくら 108 0.3 ～ 0.9

378 - さくら 125 0.3 ～ 0.9

379 - さくら 103 0.3 ～ 0.9

380 - さくら 71 0.3 ～ 0.9

381 - さくら 117 0.3 ～ 0.9

382 - さくら 63 0.3 ～ 0.9

383 - さくら 116 0.3 ～ 0.9

384 - さくら 133 0.3 ～ 0.9

385 - さくら 120 0.4 ～ 0.5

386 - さくら 29 0.4 ～ 0.5

387 - さくら 120 0.4 ～ 0.5

388 - さくら 110 0.4 ～ 0.5

389 - さくら 102 0.4 ～ 0.5

390 - さくら 90 0.4 ～ 0.5

391 - さくら 81 0.4 ～ 0.5

392 - さくら 100 0.4 ～ 0.5

393 - さくら 87 0.4 ～ 0.5

394 - さくら 105 0.4 ～ 0.5

395 - さくら 113 0.4 ～ 0.5

396 - さくら 100 0.4 ～ 0.5

397 - さくら 83 0.4 ～ 0.5

398 - さくら 129 0.4 ～ 0.5

399 - さくら 127 0.4 ～ 0.5

400 - さくら 91 0.4 ～ 0.5

401 - さくら 102 0.4 ～ 0.5

402 - さくら 80 0.4 ～ 0.5

403 - さくら 112 0.4 ～ 0.5

404 - さくら 115 0.4 ～ 0.5

405 - さくら 60 0.4 ～ 0.5

406 - さくら 144 0.4 ～ 0.5

407 - さくら 98 0.4 ～ 0.5

408 - さくら 113 0.4 ～ 0.5

409 - さくら 109 0.4 ～ 0.5

410 - さくら 94 0.4 ～ 0.5

411 - さくら 140 0.4 ～ 0.5

412 - さくら 75 0.4 ～ 0.5

堀（ゲートボール場）の樹木調査

平成27年2月13、17、18日調査

番
号

緊
急
度

樹種
胸高 
直径

樹高 枝張
石垣天端
からの距離 特記事項

（ｃｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

- - やし 20 5 - - 3 本

- - ホルト 20 5 - - 1 本

- - びわ 20 5 - - 1 本

- - もみじ 20 5 - - 1 本 資
料
編
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３　長崎県文化財保護条例

○長崎県文化財保護条例（一部抜粋）

昭和 36 年３月 30 日長崎県条例第 16 号

改正

昭和 50 年 12 月 19 日条例第 45 号

平成 17 年３月 22 日条例第 46 号

令和２年３月 27 日条例第 37 号

長崎県文化財保護条例をここに公布する。

長崎県文化財保護条例

長崎県文化財保護条例（昭和 28 年長崎県条例第

29 号）の全部を改正する。

目次

第１章　総則（第１条―第３条）

第２章　県指定有形文化財（第４条―第 22 条）

第３章　県指定無形文化財（第23条―第28条）（条

文省略）

第４章　県指定有形民俗文化財・県指定無形民俗

文化財（第 29 条―第 33 条）（条文省略）第５章　

県指定史跡名勝天然記念物（第 34 条―第 39 条）

第５章の２　県選定保存技術（第 39 条の２―第

39 条の５）（条文省略）第６章　補則（第 40 条）

第７章　罰則（第 41 条―第 43 条）

附則

第１章　総則

（目的）

第１条　この条例は、文化財保護法（昭和 25 年法

律第 214 号。以下「法」という。）第 182 条第２

項の規定に基づき、法の規定による指定を受けた

文化財以外の文化財で、県の区域内に存するもの

のうち重要なものについて、その保存及び活用の

ため必要な措置を講じ、もって県民の文化的向上

に資するとともに、我が国文化の進歩に貢献する

ことを目的とする。

（文化財の定義）

第２条　この条例で「文化財」とは、次に掲げるも

のをいう。

(１)～ (３)　省略

( ４)　貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その

他の遺跡で県にとって歴史上又は学術上価値の

高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その

他の名勝地で県にとって芸術上又は観賞上価値

の高いもの並びに動物（生息地、繁殖地及び渡

来地を含む。）、植物（自生地を含む。）及び地

質鉱物（特異な自然現象の生じている土地を含

む。）で県にとって学術上価値の高いもの（以

下「記念物」という。）

（財産権の尊重及び他の公益との調整）

第３条　教育委員会は、この条例の執行に当たって

は、関係者の所有権その他の財産権を尊重すると

ともに、文化財の保護と他の公益との調整に留意

しなければならない。

第２章　県指定有形文化財

（指定）

第４条　教育委員会は、県の区域内に存する有形文

化財（法第 27 条第１項の規定により重要文化財

に指定されたものを除く。以下同じ。）のうち県

にとって重要なものを県指定有形文化財に指定す

ることができる。

２　前項の規定による指定をしようとするときは、

教育委員会は、あらかじめ、指定しようとする有

形文化財の所有者及び権原に基づく占有者の同意

を得なければならない。ただし所有者又は権原に

基づく占有者が判明しない場合は、この限りでな

い。

３　第１項の規定による指定をしようとするとき

は、教育委員会は、あらかじめ、長崎県文化財保

護審議会（以下「文化財保護審議会」という。）

に諮問しなければならない。

４　第１項の規定による指定をしたときは、その旨

を県公報で告示するとともに、当該県指定有形文

化財の所有者及び権原に基づく占有者に通知する

ものとする。

５　第１項の規定による指定は、前項の規定による

県公報の告示があった日からその効力を生ずる。

６　第１項の規定による指定をしたときは、教育委

員会は、当該県指定有形文化財の所有者に指定書

を交付しなければならない。

（解除）

第５条　県指定有形文化財が県指定有形文化財とし

ての価値を失った場合その他特殊の事由があると

きは、教育委員会は、当該県指定有形文化財の指

定を解除することができる。

２　前項の規定による指定の解除には、前条第３項

から第５項までの規定を準用する。

３　県指定有形文化財について法第 27 条第１項の

規定による重要文化財の指定があったときは、当

該県指定有形文化財の指定は、解除されたものと

する。

４　前項の場合には、教育委員会は、その旨を県公

資
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報で告示するとともに、当該県指定有形文化財の

所有者及び権原に基づく占有者に通知しなければ

ならない。

５　第２項において準用する前条第４項の規定によ

る県指定有形文化財の指定の解除の通知を受けた

とき及び前項の規定による通知を受けたときは、

所有者は、速やかに、当該県指定有形文化財の指

定書を教育委員会に返付しなければならない。

（管理方法の指示）

第６条　教育委員会は、県指定有形文化財の所有者

に対し、県指定有形文化財の管理に関し必要な指

示をすることができる。

（所有者の管理義務及び管理責任者）

第７条　県指定有形文化財の所有者は、この条例並

びにこれに基づく教育委員会規則及び教育委員会

の指示に従い県指定有形文化財を管理しなければ

ならない。

２　県指定有形文化財の所有者は、特別の事情があ

るときは、適当な者をもっぱら自己に代り当該県

指定有形文化財の管理の責に任ずべき者（以下こ

の章において「管理責任者」という。）に選任す

ることができる。

３　前項の規定により管理責任者を選任したとき

は、県指定有形文化財の所有者は、速やかに、そ

の旨を教育委員会に届け出なければならない。管

理責任者を解任した場合も、同様とする。

４　管理責任者には、前条及び第１項の規定を準用

する。

（所有者の変更等）

第８条　県指定有形文化財の所有者が変更したとき

は、新所有者は、旧所有者に対し交付された指定

書を添えて、速やかに、その旨を教育委員会に届

け出なければならない。

２　県指定有形文化財の所有者は、管理責任者を変

更したときは、速やかに、その旨を教育委員会に

届け出なければならない。

３　県指定有形文化財の所有者又は管理責任者は、

その氏名若しくは名称又は住所を変更したとき

は、速やかに、その旨を教育委員会に届け出なけ

ればならない。氏名若しくは名称又は住所の変更

が県指定有形文化財の所有者に係るときは、届出

の際指定書を添えなければならない。

（滅失、毀損等）

第９条　県指定有形文化財の全部又は一部が滅失

し、若しくは毀損し、又はこれを亡失し、若しく

は盗み取られたときは、所有者（管理責任者があ

る場合は、その者）は、速やかに、その旨を教育

委員会に届け出なければならない。

第 10 条　省略

（管理又は修理の補助）

第 11 条　県指定有形文化財の管理又は修理につき

多額の経費を要し、所有者又は管理責任者がその

負担に堪えない場合その他特別の事情がある場合

には、県は、その経費の一部に充てさせるため、

当該所有者又は管理責任者に対し、予算の範囲内

で、補助金を交付することができる。

２　前項の補助金を交付する場合には、その補助の

条件として管理又は修理に関し必要な事項を指示

するとともに、必要があると認めるときは、当該

管理又は修理について指揮監督することができ

る。

（補助金の返還等）

第 12 条　前条第１項の規定による補助金の交付を

受ける所有者又は管理責任者が次の各号の一に該

当するに至ったときは、県は、当該補助金の全部

若しくは一部を交付せず、又は当該所有者又は管

理責任者に対し、既に交付された補助金の全部若

しくは一部の返還を命ずることができる。

( １)　管理又は修理に関しこの条例又はこの条

例に基づく教育委員会規則に違反したとき。

( ２)　補助金の交付を受けた目的以外の目的に

補助金を使用したとき。

( ３)　前条第２項の補助の条件に従わなかった

とき。

（管理又は修理に関する勧告）

第 13 条　県指定有形文化財の管理が適当でないた

め当該県指定有形文化財が滅失し、毀損し、又は

盗み取られるおそれがあると認めるときは、教育

委員会は、所有者又は管理責任者に対し、管理方

法の改善、防火施設その他の保存施設の設置その

他管理に関し必要な措置を勧告することができ

る。

２　教育委員会は、県指定有形文化財が毀損してい

る場合において、その保存のため必要があると認

めるときは、所有者又は管理責任者に対し、その

修理について必要な勧告をすることができる。

３　前２項の規定による勧告に基づいてする措置又

は修理のために要する費用は、予算の範囲内で、

その全部又は一部を県の負担とすることができ

る。
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４　前項の規定により県が費用の全部又は一部を負

担する場合には、第 11 条第２項及び前条の規定

を準用する。

（有償譲渡の場合の納付金）

第 14 条　県が修理又は管理に関し必要な措置（以

下この条において「修理等」という。）につき第

11 条第１項の規定により補助金を交付し、又は

前条第３項の規定により費用を負担した県指定有

形文化財のその当時における所有者又はその相続

人、受遺者若しくは受贈者（以下この条において

「所有者等」という。）は、補助又は費用負担に係

る修理等が行われた後当該県指定有形文化財を有

償で譲り渡した場合においては、当該補助金又は

負担金の額の合計額から当該修理等が行われた後

当該県指定有形文化財の修理等のため自己の費し

た金額を控除して得た金額を県に納付しなければ

ならない。

２　前項に規定する「補助金又は負担金の額」とは、

補助金又は負担金の額を、補助又は費用負担に係

る修理等を施した県指定有形文化財又はその部分

につき教育委員会が個別的に定める耐用年数で除

して得た金額に、更に当該耐用年数から修理等を

行った時以後当該県指定有形文化財の譲渡の時ま

での年数を控除した残余の年数（１年に満たない

部分があるときは、これを切り捨てる。）を乗じ

て得た金額に相当する金額とする。

３　補助又は費用負担に係る修理等が行われた後、

当該県指定有形文化財を県に譲り渡した場合その

他特別の事情がある場合には、県は、第１項の規

定により納付すべき金額の全部又は一部の納付を

免除することができる。

（現状変更等の制限）

第 15 条　県指定有形文化財に関しその現状を変更

し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようと

するときは、教育委員会の許可を受けなければな

らない。ただし、現状変更について教育委員会規

則で定める維持の措置を執る場合及び保存に影響

を及ぼす行為について影響の軽微である場合は、

あらかじめ、その旨を、現状変更について非常災

害のために必要な応急措置を執った場合はその旨

を教育委員会に届け出ることをもって足りる。

２　教育委員会は、前項の許可を与える場合におい

て、その許可の条件として同項の現状変更又は保

存に影響を及ぼす行為に関し必要な指示をするこ

とができる。

３　第１項の許可を受けた者が前項の許可の条件に

従わなかったときは、教育委員会は、許可に係る

現状変更若しくは保存に影響を及ぼす行為の停止

を命じ、又は許可を取り消すことができる。

４　第１項の許可を受けることができなかったこと

により、又は第２項の許可の条件を付せられたこ

とによって損失を受けた者に対しては、県は、そ

の通常生ずべき損失を補償する。

（修理の届出等）

第 16 条　県指定有形文化財を修理しようとすると

きは、所有者は、あらかじめ、その旨を教育委員

会に届け出なければならない。ただし、前条第１

項の規定により許可をされた行為に附随して生ず

る修理を行うとき又は第 11 条第１項の規定によ

る補助金の交付若しくは第 13 条第２項の規定に

よる勧告を受けて修理を行う場合は、この限りで

ない。

２　県指定有形文化財の保護上必要があると認める

ときは、教育委員会は、前項の届出に係る県指定

有形文化財の修理に関し技術的な指導と助言を与

えることができる。

第 17 ～ 20 条　省略

（調査）

第 21 条　教育委員会は、必要があると認めるとき

は、県指定有形文化財の所有者又は管理責任者に

対し、当該県指定有形文化財の現状又は管理若し

くは修理の状況につき報告を求めることができ

る。

（所有者変更に伴う権利義務の承継）

第 22 条　県指定有形文化財の所有者が変更したと

きは、新所有者は、当該県指定有形文化財に関し、

この条例に基づいてする教育委員会の勧告、指示

その他の処分による旧所有者の権利義務を承継す

る。

２　前項の場合には、旧所有者は、当該県指定有形

文化財の引渡しと同時に、その指定書を新所有者

に引き渡さなければならない。

第３章　県指定無形文化財

第 23 ～ 28 条　省略

第４章　県指定有形民俗文化財・県指定無形

民俗文化財

第 29 ～ 33 条　省略

第５章　県指定史跡名勝天然記念物

（指定）

第 34 条　教育委員会は、県の区域内に存する記念
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物（法第 109 条第１項の規定により史跡、名勝、

又は天然記念物に指定されたものを除く。）のう

ち県にとって重要なものを県指定史跡、県指定名

勝又は県指定天然記念物（以下「県指定史跡名勝

天然記念物」と総称する。）に指定することがで

きる。

２　前項の規定による指定には、第４条第２項から

第６項までの規定を準用する。この場合におい

て、県指定史跡名勝天然記念物の指定書を交付す

べき相手が多数で個別に交付し難い事情があると

きは、教育委員会は、当該指定書を第 39 条で準

用する第７条第２項の規定により選任した管理責

任者（以下この章において「県指定記念物の管理

責任者」という。）に交付することができる。

（解除）

第 35 条　県指定史跡名勝天然記念物が県指定史跡

名勝天然記念物としての価値を失った場合その他

特殊の事由があるときは、教育委員会は、その指

定を解除することができる。

２　県指定史跡名勝天然記念物について法第 109 条

第１項の規定による史跡、名勝又は天然記念物の

指定があったときは、当該県指定史跡名勝天然記

念物の指定は、解除されたものとする。

３　第１項の規定による指定の解除には第５条第２

項の規定を、前項の場合には第５条第４項及び第

５項の規定を準用する。

（標識等の設置）

第 36 条　県指定史跡名勝天然記念物の所有者又は

県指定記念物の管理責任者は、教育委員会規則の

定める基準により、県指定史跡名勝天然記念物の

管理に必要な標識、説明板、境界標、囲さくその

他の施設を設置するものとする。

（土地の所在等の異動の届出）

第 37 条　県指定史跡名勝天然記念物の指定地域内

の土地について、その土地の所在、地番、地目又

は地積に異動があったときは、所有者（県指定記

念物の管理責任者がある場合は、その者）は、速

やかに、その旨を教育委員会に届け出なければな

らない。

（現状変更等の制限）

第 38 条　県指定史跡名勝天然記念物に関しその現

状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為を

しようとするときは、教育委員会の許可を受けな

ければならない。ただし、現状変更について教育

委員会規則で定める維持の措置を執る場合及び保

存に影響を及ぼす行為について影響の軽微である

場合は、あらかじめ、その旨を、現状変更につい

て非常災害のために必要な応急措置を執った場合

はその旨を教育委員会に届け出ることをもって足

りる。

２　前項の規定による許可を与える場合には、第

15 条第２項及び第３項の規定を準用する。

３　第１項の許可を受けることができなかったこと

により、又は前項で準用する第 15 条第２項の許

可の条件を付せられたことによって損失を受けた

者に対しては、県は、その通常生ずべき損失を補

償する。

（準用規定）

第 39 条　第６条から第９条まで、第 11 条から第

14条まで、第16条、第21条及び第22条の規定は、

県指定史跡名勝天然記念物について準用する。

第５章の２　県選定保存技術

第 39 条の２～ 39 条の５　省略

第６章　補則

（教育委員会規則への委任）

第 40 条　この条例に定めるものを除くほか、この

条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則

で定める。

第７章　罰則

第 41 条　県指定有形文化財を損壊し、毀棄し、又

は隠匿した者は、30 万円以下の罰金又は科料に

処する。

２　前項に規定する者が、当該県指定有形文化財の

所有者であるときは、15 万円以下の罰金又は科

料に処する。

第 42 条　県指定史跡名勝天然記念物の現状を変更

し、又はその保存に影響を及ぼす行為をして、こ

れを滅失し、毀損し、又は衰亡するに至らしめた

者は、30 万円以下の罰金又は科料に処する。

２　前項に規定する者が、当該史跡名勝天然記念物

の所有者であるときは、15 万円以下の罰金又は

科料に処する。

第 42 条の２　第 15 条又は第 38 条の規定に違反し

て、教育委員会の許可を受けず、若しくはその許

可の条件に従わないで県指定有形文化財若しくは

県指定史跡名勝天然記念物の現状を変更し、若し

くはその保存に影響を及ぼす行為をし、又は教育

委員会の現状変更若しくは保存に影響を及ぼす行

為の停止の命令に従わなかった者は、15 万円以

下の罰金又は科料に処する。
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第 43 条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理

人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の

業務又は財産の管理に関して、前３条の違反行為

をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又

は人に対し各本条の刑を科する。

附　則

（施行期日）

１　この条例は、公布の日から起算して３月をこえ

ない範囲内において教育委員会規則において定め

る日から施行する。（昭和 36 年教委規則第６号で

昭和 36 年６月 20 日から施行）

（経過規定）

２　この条例の施行の際現にこの条例による改正前

の長崎県文化財保護条例の規定により指定されて

いる重要文化財若しくは史跡名勝天然記念物又は

助成されている無形文化財は、この条例の担当規

定により指定された県指定有形文化財若しくは県

指定史跡名勝天然記念物又は県指定無形文化財と

みなす。

附　則（昭和 50 年条例第 45 号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和 51 年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　教育委員会は、この条例の施行の際現にこの条

例による改正前の長崎県文化財保護条例（以下「旧

条例」という。）第 23 条第１項の規定により指定

されている県指定無形文化財のうち、この条例に

よる改正後の長崎県文化財保護条例（以下「新条

例」という。）第 29 条第１項の規定による県指定

無形民俗文化財の指定をする必要があると認めら

れるものについては、この条例施行後１年以内に

旧条例第 23 条第１項の規定によってした指定を

解除するとともに、新条例第 29 条第１項の規定

による県指定無形民俗文化財に指定しなければな

らない。

３　この条例の施行の際現に旧条例第 29 条第１項

の規定により指定されている県指定民俗資料の新

条例の適用については、新条例第 29 条第１項の

規定により指定された県指定有形民俗文化財とみ

なす。この場合において旧条例第 29 条第２項に

おいて準用する旧条例第４条第６項の規定により

交付された県指定民俗資料の指定書は、新条例第

29 条第２項において準用する新条例第４条第６

項の規定により交付された県指定有形民俗文化財

の指定書とみなす。

４　この条例の施行前にした行為に対する罰則の適

用については、なお従前の例による。

（関係条例の一部改正）

５　附属機関の設置に関する条例（昭和 29 年長崎

県条例第 13 号）の一部を次のように改正する。

〔次のよう〕略

６　長崎県屋外広告物条例（昭和 39 年長崎県条例

第 60 号）の一部を次のように改正する。

〔次のよう〕略

７　風致地区内における建築等の規制に関する条例

（昭和 45 年長崎県条例第 41 号）の一部を次のよ

うに改正する。

〔次のよう〕略

附　則（平成 17 年条例第 46 号）

この条例は、平成17年４月１日から施行する。

附　則（令和２年３月 27 日条例第 37 号）

（施行期日）

１　この条例中第１条及び第４条の規定は令和２年

４月１日から、第２条及び第３条の規定は公布の

日から施行する。

 （罰則に関する経過措置）

２　第１条の規定の施行の日前にした行為に対する

罰則の適用については、なお従前の例による。
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○長崎県文化財保護条例施行規則（一部抜粋）

昭和 36 年６月 13 日長崎県教育委員会規則第５号

改正

昭和 51 年３月 26 日教育委員会規則第２号

令和２年３月 27 日教育委員会規則第６号

長崎県文化財保護条例施行規則をここに公布する。

長崎県文化財保護条例施行規則

長崎県文化財保護条例施行規則（昭和 28 年長崎

県教育委員会規則第２号）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条　この規則は、長崎県文化財保護条例（昭和

36 年長崎県条例第 16 号。以下「条例」という。）

第 40 条の規定に基づき、条例の施行に関し必要

な事項を定めるものとする。

（指定書の様式）

第２条　条例第４条第６項（条例第 29 条第２項及

び第 34 条第２項において準用する場合を含む。）

の規定により交付する指定書は、様式第１号によ

るものとする。

（指定書等の再交付の申請）

第３条　県指定有形文化財、県指定有形民俗文化財、

又は県指定史跡名勝天然記念物の所有者は、指定

書を亡失し、若しくは盗みとられ、又は滅失し、

若しくは破損した場合には、その再交付を申請す

ることができる。

２　前項の申請は、様式第２号による指定書再交付

申請書にこれらの事実を証明するに足りる書類又

は破損した指定書を添えて教育委員会に提出しな

ければならない。

３　省略（管理責任者の選任又は解任の届出）

第４条　条例第７条第３項（条例第 32 条及び第 39

条において準用する場合を含む。）の規定による

管理責任者を選任し、又は解任したときの届出は、

様式第３号による管理責任者選任（解任）届によ

るものとする。

（所有者又は管理責任者の変更の届出等）

第５条　条例第８条第１項（条例第 32 条及び第 39

条において準用する場合を含む。）の規定による

所有者が変更したときの届出又は条例第８条第２

項（条例第 32 条及び第 39 条において準用する場

合を含む。）の規定による管理責任者を変更した

ときの届出は、様式第４号によるものとする。

（所有者又は管理責任者の氏名若しくは名称又は

住所の変更の届出）

第６条　条例第８条第３項（条例第 32 条及び第 39

条において準用する場合を含む。）の規定による

所有者又は管理責任者が氏名若しくは名称又は住

所を変更したときの届出は、様式第５号によるも

のとする。

（滅失、毀損等の届出）

第７条　条例第９条（条例第 32 条及び第 39 条にお

いて準用する場合を含む。）の規定による県指定

有形文化財、県指定有形民俗文化財又は県指定史

跡名勝天然記念物の全部又は一部が滅失し、若し

くは毀損し、又はこれを亡失し、若しくは盗み取

られたときの届出は、様式第６号によるものとす

る。

第８条　省略（所在の場所変更の届出を要しない場

合等）

第８条の２　条例第 10 条ただし書（条例第 32 条に

おいて準用する場合を含む。）の規定により県指

定有形文化財又は県指定有形民俗文化財の所在の

場所の変更について届出を要しない場合は、次の

各号の一に該当する場合とする。

( １)　条例第 10 条（条例第 32 条において準用

する場合を含む。）の規定による届出を行って

所在の場所を変更したのち、当該届出書に記載

し復することを明らかにした場所に復するため

に所在の場所を変更しようとするとき及び第２

号から第７号までに掲げる所在の場所の変更を

行ったのち、変更前の所在の場所又は指定書記

載の所在の場所に復するため所在の場所を変更

しようとするとき。

( ２)　条例第 11 条第１項（条例第 32 条におい

て準用する場合を含む。）の規定による補助金

の交付を受けて行う管理又は修理のために所在

の場所を変更しようとするとき。

(３)　条例第 13 条第１項又は第２項（条例第 32

条において準用する場合を含む。）の規定によ

る勧告を受けて行う措置又は修理のために所在

の場所を変更しようとするとき。

( ４)　条例第 15 条第１項の規定による許可を受

けて、又は条例第 31 条第１項の規定による届出

をして行う現状変更又は保存に影響を及ぼす行

為のために所在の場所を変更しようとするとき。

( ５)　条例第 16 条第１項の規定による届出をし

て行う修理のために所在の場所を変更しようと

するとき。

(６）・(７）　省略 (８)　前各号に掲げる場合以

外の場合であって、所在の場所の変更が 30 日

を超えないとき。ただし、公衆の観覧に供する

４　長崎県文化財保護条例施行規則
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ため所在の場所を変更しようとする場合を除

く。

２・３　省略

（補助金等の交付申請等）

第９条　条例第 11 条第１項（条例第 32 条及び第

39 条において準用する場合を含む。）又は条例第

26 条第２項（条例第 39 条の５において準用する

場合を含む。）の規定による補助金の交付を受け

ようとする者は、次の各号に掲げる事項を記載し

た申請書２通を教育委員会に提出しなければなら

ない。

( １)　補助金の交付の申請に係る県指定の文化

財の名称及び員数

( ２)　指定書又は認定書の記号番号及び指定又

は認定の年月日

( ３)　所有者、管理責任者若しくは保持者の氏

名又は保持団体の名称及び住所

(４)　文化財の現状

(５)　申請の事由

(６)　所要経費の見積額及び補助希望額

(７)　着手予定期日及び終了予定期日

(８)　その他参考となる事項

２　前項の申請書には、当該県指定有形文化財、県

指定民俗資料若しくは県指定史跡名勝天然記念物

又は県指定無形文化財の写真及び管理修理又は復

旧工事の仕様書並びに所有者、管理責任者又は保

持者の最近３年間の収支決算書を添えなければな

らない。

３　前２項の規定による補助金の交付の申請をした

者は、前２項に規定する書類等の内容を変更しよ

うとするときは、書面によりその旨及び理由をあ

らかじめ教育委員会に申し出なければならない。

４　補助金の交付の申請をした者は、補助金の交付

の決定を受けたときは、教育委員会の指示に従い

補助金の交付に係る管理、修理又は復旧工事を適

切に施行するものとし、当該管理、修理又は復旧

工事が終了したときは、すみやかに施行の経過そ

の他必要な事項を記載した報告書及び経費精算書

それぞれ２通並びに管理、修理又は復旧工事の結

果を示す写真２葉を教育委員会に提出しなければ

ならない。

（現状変更等の許可）

第 10 条　条例第 15 条第１項又は条例第 38 条第１

項の規定による許可申請は、様式第８号によるも

のとする。

２　条例第 15 条第１項又は条例第 38 条第１項の規

定による許可を受けた者は、当該現状変更等を終

了したときは、速やかに、その結果を示す写真及

び見取図を添えて教育委員会に報告しなければな

らない。

（維持の措置）

第 10 条の２　条例第 15 条第１項ただし書及び条例

第 38 条第１項ただし書の規定による維持の措置

は、次の各号に掲げる措置とする。

( １)　県指定有形文化財が毀損している場合又

は県指定史跡名勝天然記念物が毀損若しくは衰

亡している場合において、その価値に影響を及

ぼすことなく当該県指定有形文化財又は県指定

史跡名勝天然記念物をその指定当時の現状（指

定後において現状変更等の許可を受けたものに

ついては、当該現状変更等後の現状）に復する

措置

( ２)　県指定有形文化財が毀損している場合又

は県指定史跡名勝天然記念物が毀損若しくは衰

亡している場合において、当該毀損又は衰亡の

拡大を防止するための応急の措置

( ３)　県指定史跡名勝天然記念物の一部が毀損

し、又は衰亡し、かつ、当該部分の復旧が明ら

かに不可能である場合において、当該部分を除

去する措置

（維持の措置等の届出）

第 10 条の３　条例第 15 条第１項ただし書及び条例

第 38 条第１項ただし書の規定による維持の措置

及び現状変更について保存に影響を及ぼす行為に

ついて影響の軽微である措置（以下「維持の措置

等」という。）をとる場合の届出事項は、次に掲

げる事項とする。

( １)　県指定有形文化財又は県指定史跡名勝天

然記念物の名称

( ２)　届出者の氏名及び住所又は名称及び代表

者の氏名並びに事務所の所在地

(３)　維持の措置等を必要とする理由

(４)　維持の措置等の内容及び実施の方法

( ５)　現在の所在の場所が指定書記載の所在の

場所と異なるときは、現在の所在の場所

( ６)　維持の措置等のために所在を変更すると

きは、変更後の所在の場所並びに当該維持の措

置等の終了後復すべき所在の場所及びその時期

(７)　維持の措置等の着手及び終了の予定時期

( ８)　維持の措置等に係る工事その他の行為の

施行者の氏名及び住所又は名称及び代表者の氏

名並びに事務所の所在地
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( ９)　その他参考となるべき事項

２　条例第 15 条第１項ただし書及び第 38 条第１項

ただし書の規定による非常災害のために必要な応

急措置を執った場合の届出事項については、前項

の規定を準用する。

（修理の届出等）

第 10 条の４　条例第 16 条（条例第 39 条において

準用する場合を含む。）の規定による届出は、様

式第９号によるものとする。

２　前項の届出を行った者は、届出に係る修理が終

了したときは、その結果を示す写真及び見取図を

添えて、速やかに、教育委員会に報告しなければ

ならない。

第 11 ～ 14 条　省略

（県指定史跡名勝天然記念物の標識等の設置基準）

第 15 条　条例第 36 条の規定により設置する県指定

史跡名勝天然記念物の標識、説明板、境界標、囲

さくその他の施設の設置の基準は次のとおりとす

る。

( １)　標識は、原則として石造りとし、その形

状及び寸法は、様式第 12 号により、かつ、こ

れに次に掲げる事項を彫ること。

ア　史跡、名勝又は天然記念物の別及び名称

イ　指定年月日及び長崎県教育委員会の文字

ウ　建設年月日

( ２)　説明板には、指定年月日、指定の理由、

現状その他必要と認められる事項を平易な表現

を用いて記載すること。

( ３)　境界標は、原則として石造りとし、その

上面には指定に係る地域の境界を示す方向指示

線を、側面には史跡境界、名勝境界又は天然記

念物境界の文字及び長崎県教育委員会の文字を

彫ること。

( ４)　第１号から前号までに定めるもののほか、

標識、説明板又は境界標の形状、員数、設置場

所その他これらの施設の設置に関し必要な事項

は、当該県指定史跡名勝天然記念物の管理のた

め必要な限度において、環境に調和するよう設

置者が定めること。

( ５)　囲さくその他の施設については、前号の

規定を準用すること。

２　前項各号に掲げる基準により標識、説明板、境

界標、囲さくその他の施設を設置しようとする者

は、設計仕様書、設計図（説明板の設置に係る場

合は、説明板の記載事項を含む。）及び建設位置

を示す図面を添えて、あらかじめ、その旨並びに

当該工事の着手及び終了の予定時期を教育委員会

に報告するものとする。

（土地の所在等の異動の届出）

第 15 条の２　条例第 37 条の規定による土地の所在

等の異動の届出は、様式第 13 号によるものとし、

地番、地目又は地積の異動が分筆による場合は、

当該土地に係る土地台帳の謄本及び登記所に備え

られた地図の写本を届に添えるものとする。

（県指定文化財台帳）

第 16 条　教育委員会に次に掲げる事項を記載した

長崎県指定文化財台帳を備える。

( １)　県指定の文化財の種別、名称及び員数並

びに県選定保存技術の名称及び員数

( ２)　所有者、権限に基づく占有者及び管理責

任者又は保持者、保持団体、保存団体及びその

代表者の氏名又は名称及び住所

( ３)　指定書又は認定書の記号番号及び指定年

月日又は認定年月日並びに告示番号

(４)　指定当時の状況

(５)　指定の事由

(６)　指定後の経過

(７)　その他必要な事項

２～５　省略

６　県指定史跡名勝天然記念物については、第１項

に掲げる事項のほか、次に掲げる事項を記載する

ものとする。

(１)　保存の要件

(２)　指定地域等に関する事項

(３)　保存施設に関する事項

(４)　復旧に関する事項

( ５)　現状変更等に関する事項その他参考とな

るべき事項

附　則

この規則は、昭和 36 年６月 20 日から施行する。

附　則（昭和 51 年教委規則第２号）

（施行期日）

１　この規則は、昭和 51 年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この規則施行の際現にこの規則による改正前の

長崎県文化財保護条例施行規則の規定によりなさ

れた指定書、申請書、届出書、標識、台帳その他

の諸様式は、それぞれこの規則による改正後の長

崎県文化財保護条例施行規則の相当規定によりな

された諸様式とみなす。

附　則（令和２年３月 27 日教委規則第６号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。
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○長崎県教育委員会の事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理する事務の範囲を定める規則（一

部抜粋）

平成 16 年６月１日長崎県教育委員会規則第８号

改正

令和２年３月 27 日教育委員会規則第７号

長崎県教育委員会の事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理する事務の範囲を定める規則を

ここに公布する。

長崎県教育委員会の事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理する事務の範囲を定める規則

（目的）

第１条　この規則は、長崎県教育委員会の事務処理の特例に関する条例（平成 14 年長崎県条例第 58 号。以

下「特例条例」という。）に基づき、当該特例条例の定めるところにより市町村が処理することとされる

事務のうち教育委員会規則に基づく事務の範囲について定めることを目的とする。

（市町村が処理する事務の範囲）

第２条　次の表の左欄に掲げる事務は、右欄に掲げるとおりとする。

５　長崎県教育委員会の事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理する事務の範囲を定める規則

１　省略 １～４　省略

２　特例条例第２条の表２
の項に規定する長崎県文
化財保護条例（昭和 36 年
長崎県条例第 16 号）の施
行に係る事務のうち別に
教育委員会規則で定める
もの

長崎県文化財保護条例（昭和 36 年長崎県条例第 16 号。以下この項におい
て「条例」という。）に基づく事務のうち次に掲げるもの（１のアからキまで
に掲げるものについては、県指定史跡名勝天然記念物の指定に係わる地域内
であって、その地域が２以上の市町村の区域に及ばないものに限る。２及び
３において同じ。）
１　条例第 38 条第１項の規定による現状変更又は保存に影響を及ぼす行為の

うち次に掲げる事項の許可に関すること
ア　小規模建築物（階数が２以下で、かつ、地階を有しない木造又は鉄骨

造の建築物であって、建築面積（増築又は改築にあっては、増築又は改
築後の建築面積）が 120 平方メートル以下のものをいう。イにおいて同
じ。）で２年以内の期間を限って設置されるものの新築、増築又は改築

イ　小規模建築物の新築、増築又は改築（増築又は改築にあっては、建築
の日から 50 年を経過していない小規模建築物に係るものに限る。）であ
って、指定に係る地域の面積が 150 ヘクタール以上である県指定史跡名
勝天然記念物に係る都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第８条第１項
第１号の第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域又は田園住
居地域におけるもの

ウ　工作物（建築物を除く。以下このウにおいて同じ。）の設置若しくは改
修（改修にあっては、設置の日から 50 年を経過していない工作物に係る
ものに限る。）又は道路の舗装若しくは修繕（それぞれ土地の掘削、盛土、
切土その他土地の形状の変更を伴わないものに限る。）

エ　条例第 36 条に規定する県指定史跡名勝天然記念物の管理に必要な施設
の設置又は改修

オ　電柱、電線、ガス管、水管、下水道管その他これらに類する工作物の
設置又は改修

カ　建築物等の除却（建築又は設置の日から 50 年を経過していない建築物
等に係るものに限る。）

キ　木竹の伐採（県指定名勝又は県指定天然記念物の指定に係る木竹につ
いては、危険防止のため必要な伐採に限る。）

ク　県指定史跡名勝天然記念物の保存のため必要な試験材料の採取
ケ～サ　省略　
シ　アからサまでに掲げるもののほか条例の施行に係る事務のうち規則に

基づく事務であって別に規則で定めるもの
２　条例第 38 条第２項において準用する条例第 15 条第２項の規定による指

示（前号アからシまでに掲げる事項に係るものに限る。）
３　条例第 38 条第２項において準用する条例第 15 条第３項の規定による停

止命令又は許可の取消し（第１号アからシまでに掲げる事項に係るものに
限る。）
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６　県指定文化財の保存管理について（長崎県文化財保護条例の抜粋）

県指定文化財の保存管理について 　　      （長崎県文化財保護条例の抜粋）

県指定文化財所有者の皆様には、長崎県文化財保護条例に規定する下記の項目について内容を

よくご理解いただき、文化財の適正な管理と保護に関して十分ご配慮いただきますようお願い申

し上げます。

 長崎県文化財保護条例から（抜粋）

１　所有者の管理義務

（１）所有者は、長崎県文化財保護条例並びにこれに基づく県教育委員会規則及

び県教育委員会の指示に従い、指定文化財を管理しなければならない。

（２）所有者は、特別の事情があるときは、適当な者をもっぱら自己に代り管理

の責に任ずべき者（管理責任者という。）に選任することができる。

２　届出の義務

次のようなときは、市町教育委員会を経由して、速やかに県教育委員会に届出

なければならない。

（１）管理責任者を選任又は解任及び変更したとき

（２）所有者が変更になったとき

（３）所有者又は管理責任者及び保持者の氏名、名称、住所等を変更したとき

（４）指定文化財の全部又は一部が滅失し、若しくはき損し、又はこれを亡失し、

若しくは、盗み取られたとき

（５）指定文化財の所在地、地番、地目等に変更があったとき

（６）指定文化財の保持者が死亡したとき

（７）指定文化財の所在場所を変更しようとするとき

（８）指定文化財を修理しようとするとき

３　現状変更等の制限

次のようなときは、事前に県教育委員会の許可を受けなければならない。

（１）現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするとき

（２）指定文化財を県外に移出し、若しくは輸出しようとするとき
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諸届、許可申請、補助金の交付等について不明なことは、地元市町教育委員会又は県教育庁学

芸文化課にご照会ください。

問い合わせ先

長崎県教育庁学芸文化課

〒 850-8570

長崎市尾上町３－１

Tel 095-894-3384

Fax 095-824-1344

４　罰則

県指定文化財を損壊し、き棄し、隠匿し、又は衰亡するに至らしめた者は罰せ

られる。

５　解除

県指定文化財としての価値を失った場合、その他特殊の事由があるとき、又は

国指定となったときは指定を解除する。

６　補助金の交付

指定文化財の管理又は修理について多額の経費を要するとき、又は特別の事情

があるときは、その経費の一部に充てさせるための補助金を予算の範囲内で交付

する。

７　その他

各様式は別添のとおり

資
料
編



198

Ⅲ　参考資料

　○島原城条例

昭和 39 年３月 31 日条例第 18 号

　　　　　　　改正

　　　　　　　　　　

昭和 41 年３月 31 日条例第７号

昭和 45 年６月 20 日条例第 24 号

昭和 46 年３月 31 日条例第７号

昭和 47 年 11 月 27 日条例第 21 号

昭和 50 年３月 31 日条例第８号

昭和 51 年３月 30 日条例第６号

昭和 56 年１月 29 日条例第２号

昭和 56 年７月２日条例第 21 号

昭和 63 年 12 月 27 日条例第 29 号

平成元年３月 28 日条例第 10 号

平成５年３月 30 日条例第３号

平成６年９月 30 日条例第 16 号

平成８年３月 28 日条例第４号

平成９年３月 31 日条例第 16 号

平成 19 年 10 月１日条例第 22 号

平成 26 年３月 28 日条例第 20 号

令和元年７月 12 日条例第 10 号

　　島原城条例

　（目的）

第１条　この条例は、島原城の設置及び管理について必要な事項を定めることを目的とする。

（設置）

第２条　観光客の誘致を図り、併せて公共の福祉の増進に資するため、島原市城内一丁目の旧島原城本丸跡

（市において使用権を有しない土地を除く。）及び西堀端駐車場敷地を区域として島原城を設置する。

２　島原城とは、前項の区域内における天守閣・観光復興記念館・西望記念館・西の櫓・丑寅の櫓等旧島原

城本丸復元施設並びに修景・休養・遊戯・教養・便益及び管理等の各施設をいう。

（天守閣・観光復興記念館及び西望記念館）

第３条　天守閣は、郷土の歴史的・文化的各種の資料を収集し、保存し、展示して観覧に供するほか、展望・

休憩のための施設を行なう。

２　観光復興記念館は、雲仙普賢岳の噴火活動の経過、島原の歴史・文化等を映像及び資料で紹介するほか、

地域住民の文化教養の向上と、福祉の増進を図るための施設とする。

３　西望記念館は、北村西望氏の作品等を収集し、保存し、展示して観覧に供する。

（休館日等）

第４条　島原城の休館日及び開館時間は次のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認める場合は、これ

を変更し、臨時に開館し、又は休館することができる。

（１)　休館日　12 月 29 日及び 12 月 30 日

（２)　開館時間　午前９時から午後５時 30 分まで

（入館料及び使用料）

第５条　島原城を利用する者に対しては、次のとおり入館料及び使用料を徴収する。

（１)　天守閣等入館料

７　島原城条例
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区分 入館料（１人１回につき） 備考
個人 大人 550 円この料金は、天守閣、観光復興

記念館及び西望記念館の共通の

入館料とする。

小人（高等学校生徒・中学校生徒・

小学校児童）

280 円

団体（30 人以上） 個人の入館料の８割相当額

（２)　望遠鏡使用料

１回につき　100 円

（３)　駐車場使用料

位置 区分 使用料
本丸跡 大型バス １両１回につき 1,100 円

小型バス １両１回につき 550 円
上記以外の自動車 １両１回につき 330 円
二輪車

（自転車等を除く。）

１両１回につき 100 円

西堀端 普通乗用車

軽自動車

定期駐車（月額） 4,800 円

２　前項の入館料及び駐車場使用料は、市長において必要があると認めるものについては減免することがで

きる。

３　既納の入館料及び駐車場使用料は、特別の理由があると認めた場合のほか還付しない。

（連帯入館券の発行）

第６条　市長は、入館者の便宜と事務の合理化を図るため、連帯入館券を発行する。

２　前項の連帯入館券の発行については、検印式入館券とする。

（観光券の発行及び利用）

第７条　市長は、観光客の便宜を図るため、旅行あつ旋業者と契約して旅行あつ旋業者に観光券を発行させ

ることができる。

２　前項の観光券を利用する者は、当該観光券の定めるところにより天守閣、観光復興記念館及び西望記念

館に入館できるものとする。

３　観光券利用者に発行する連帯入館券は、前条第２項に規定する検印式入館券とする。

（行為の制限）

第８条　島原城において、次の各号に掲げる行為をしようとする者は、市長の許可を受けなければならない。

許可された事項を変更しようとするときも、同様とする。

（１)　興業又はこれに準ずる催しを行なうこと。

（２)　業として写真を撮影すること。

（３)　集会、展示会その他これに類する催しを行なうこと。

（４)　募金その他これに類する行為

２　市長は、前項の許可に際しては、必要に応じ条件をつけることができる。

３　第１項の許可を受けた者に係る使用料は、島原市都市公園条例（昭和 44 年島原市条例第 23 号）の例に

よる。

４　市長は、第１項の規定により許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、その許可を取り

消し、又は変更することができる。

（１)　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

（２)　許可の条件に違反したとき。

（３)　次条各号のいずれかに該当し、又は該当するおそれがあるとき。

（４)　偽りその他不正な手段によりこの許可を受けたとき。

５　前項の規定によって、許可を取り消され、又は変更された者が損害を受けることがあつても、市は、そ

の賠償の責めを負わない。

（行為の禁止）

第９条　市長は、次の各号のいずれかに該当する行為をする者に対し、入場を拒絶し、又は退場を命ずるこ
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とができる。

（１)　行商をすること。

（２)　はり紙・はり札又は広告を表示すること。

（３)　指定された場所以外の場所に車両を乗り入れ、又は止めておくこと。

（４)　樹木その他を伐採すること。

（５)　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害すること。

（６)　前各号に掲げるもののほか、島原城の管理に支障を及ぼすおそれのある行為をすること。

（利用の禁止又は制限）

第 10 条　市長は、工事のため又はその利用が危険であると認められる場合は、区域を定めその利用を禁止し、

又は制限することができる。

（損害賠償）

第 11 条　島原城の施設並びに設備及び陳列品等を破損又は滅失した者は、市長の定めるところによりその

損害を賠償しなければならない。

（管理の代行等）

第 12 条　島原城の管理は、法人その他の団体であつて、市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）

に行わせることができる。

２　前項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合に、当該指定管理者が行う業務は次に掲げる業務と

する。

（１)　島原城の施設及び設備の管理及び運営に関すること。

（２)　島原城の利用の許可に関すること。

（３)　駐車場の管理及び運営に関すること。

（４)　次条第１項の規定により、指定管理者に利用料金を収受させようとするときは、その利用料金に関

すること。

（５)　その他市長が必要と認める業務

３　指定管理者に前項の業務を行わせている場合における第５条から前条までの規定の適用については、こ

れらの規定（前条を除く。）中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第５条の見出し及び同条第１項中「入

館料及び使用料」とあり、同項第１号の表中「入館料」とあり、同項第３号の表中「使用料」とあるのは

「利用料金」と、同項第１号中「天守閣等入館料」とあるのは「天守閣等利用料金」と、同項第２号中「望

遠鏡使用料」とあるのは「望遠鏡利用料金」と、同項第３号中「駐車場使用料」とあるのは「駐車場利用

料金」と、同条第２項及び第３項中「入館料及び駐車場使用料」とあるのは「天守閣等利用料金及び駐車

場利用料金」と、第８条第３項中「使用料」とあるのは「利用料金」と、同条第５項中「市」とあるのは「市

及び指定管理者」と、前条中「市長の定めるところにより」とあるのは「指定管理者の指示に従い」とする。

（利用料金）

第 13 条　市長は、島原城の管理を前条第１項の規定により指定管理者に行わせるときは、当該指定管理者

に施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の全部又は一部を指定管理者の収入として収受さ

せることができる。

２　前項の場合において、利用料金は、第５条第１項に掲げる額及び第８条第３項の規定による額の範囲内

において、指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定めるものとする。これを変更しようとするときも、

同様とする。

（規則への委任）

第 14 条　この条例の施行に関して必要な事項は、市長が定める。

附　則

１　この条例は、昭和 39 年４月１日から施行する。

２　島原市史料館条例（昭和 35 年条例第１号）は、廃止する。

　　附　則（昭和 41 年３月 31 日条例第７号）
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（施行期日）

１　この条例は、昭和 41 年４月１日から施行する。

（経過規定）

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改する日までに発行する観光券の利用並

びに入場料及び登閣料については、なお従前の例による。

　　附　則（昭和 45 年６月 20 日条例第 24 号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和 45 年７月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改する日までに発行する観光券の利用並

びに入場料については、なお従前の例による。

　　附　則（昭和 46 年３月 31 日条例第７号）

この条例は、昭和 46 年４月１日から施行する。

　　附　則（昭和 47 年 11 月 27 日条例第 21 号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和 47 年 12 月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用並び

に登閣料については、なお従前の例による。

　　附　則（昭和 50 年３月 31 日条例第８号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和 50 年４月１日から施行する。

（経過規定）

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改する日までに発行する観光券の利用並

びに入場料及び登閣料については、なお従前の例による。

　　附　則（昭和 51 年３月 30 日条例第６号）

この条例は、公布の日から施行し、昭和 51 年２月１日から適用する。

　　附　則（昭和 56 年１月 29 日条例第２号）

（施行期日）

１　この条例は、昭和 56 年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用につ

いては、なお従前の例による。

　　附　則（昭和 56 年７月２日条例第 21 号）

この条例は、昭和 56 年８月１日から施行する。

　　附　則（昭和 63 年 12 月 27 日条例第 29 号）

１　この条例は、昭和 64 年４月１日から施行する。

２　この条例施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用につ

いては、なお従前の例による。

　　附　則（平成元年３月 28 日条例第 10 号）

１　この条例は、平成元年４月１日から施行する。

２　この条例の施行の際、現に契約している旅行あつ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用に

ついては、なお従前の例による。

　　附　則（平成５年３月 30 日条例第３号）

この条例は、平成５年４月１日から施行し、改正後の島原城条例第４条第１項第４号の規定は、平成５年
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４月分の駐車場使用料から適用する。

　　附　則（平成６年９月 30 日条例第 16 号）

この条例は、公布の日から施行する。

　　附　則（平成８年３月 28 日条例第４号）

１　この条例は、平成８年５月１日から施行する。

２　この条例施行の際現に契約している旅行あっ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用につい

ては、なお従前の例による。

　　附　則（平成９年３月 31 日条例第 16 号）

１　この条例は、平成９年４月１日から施行する。

２　この条例施行の際現に契約している旅行あっ旋業者が契約更改するまでに発行する観光券の利用につい

ては、なお従前の例による。

　　附　則（平成 19 年 10 月１日条例第 22 号）

この条例は、公布の日から施行する。

　　附　則（平成 26 年３月 28 日条例第 20 号）

（施行期日）

１　この条例は、平成 26 年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例による改正後の島原城条例の規定は、この条例施行の日以後に徴収すべき入館料及び使用料か

ら適用し、この条例の施行の日の前日までに徴収すべき入館料及び使用料については、なお従前の例によ

る。

　　附　則（令和元年７月 12 日条例第 10 号）

（施行期日）

１　この条例は、令和元年 10 月１日から施行する。

（経過措置）

２　この条例による改正後の島原城条例の規定は、この条例施行の日以後に徴収すべき入館料及び使用料か

ら適用し、この条例の施行の日の前日までに徴収すべき入館料及び使用料については、なお従前の例によ

る。
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